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‧問題解決を⾏い，⽇常の価値を⾼めるサービスの企画，開発
‧コンセプトを伝えられるサービスの作成
‧プロジェクトメンバーの成⻑
・Planning and developing services that solve problems and enhance the value of     
everyday life
・Create a services that can effectively the concept
・Foster the growth of project members

⽬的‧⽬標　Objective・Purpose

　 ミライケータイプロジェクトは，公⽴はこだて未来⼤学でPBLが始
まった当初から続く，歴史あるプロジェクトである．
  本年度は，その中で「新」ミライケータイプロジェクトとして活動を
⾏った．この「新」には，例年にない取り組みをしようという思いが込
められている．本 年 度は，前 期のサービス企 画の時 点でサービスのイ
メージをメンバー間で共有するため，サービスの利⽤場⾯を想定したPV
の作成を⾏った．後期からの開発期間では，3つのサービスの開発環境
をFlutterで統⼀し，プロジェクト内でナレッジの共 有を容 易にできる
ようにした．その結果，サービスを跨いでメンバーが活躍できる環境が
整い⽬標を達成できる開発を進めることができた．さらに，作成したア
プリをユーザーに使⽤してもらい，アンケートを実施することで，プロ
ジェクトの⽬的であるミライ性を持ったサービスかを確認した．

新たな取り組み　Initiatives　

New･Future Mobile Phone Project

未来⼤: ⾚井暖太，⼤久保蓮，柏﨑遥菜，⼩池宏幸，⽥中敬⼆，⾕村航洋，中村翔，新美昂正，畑⼭⿓空，藤井恒成，光藤涼真，⼭北晴⽃
神奈⼯: 秋⼭颯司，浅野晴，池⾕⿓之介，⼩笠原伸⾏，河野聖弥，斎藤匠，齋藤⼠空，清⽔優⽃，⽩川りょーた，横澤渚⾳，⽶⼭貴也
法政⼤: 梅本陸央，川端美結，久⾼陸⽃，佐藤匠，新海嵩⼈，地頭江天，本間康⼠郎
京都橘: ⼤塚匡，軸丸若可菜，中川⿓⾺，速⽔千愛
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　新‧ミライケータイプロジェクトは，公⽴はこだて未来⼤学，神奈川⼯科⼤学，法政⼤学，京都橘⼤学の4⼤学合同で⾏われるプロジェクト
である．新‧ミライケータイプロジェクトでは，ミライ性を持ち合わせているサービスの開発を⽬的とし，アプリケーションの開発，ビジネ
スモデルの提案までを⾏う．今年度の新‧ミライケータイプロジェクトでは，3つのサービスを企画‧開発し，プロジェクト全体で問題解決
を⾏い，⽇常の価値を⾼めることがミライ性という定義を⾏った．
This project is a joint effort conducted by four universities: Future University Hakodate, Kanagawa Institute of Technology, Hosei University, and Kyoto Tachibana University. The New·Future Mobile Phone Project 
aims to develop services that have futurity and possibilities, including application development and business model proposals. In the New·Future Mobile Phone Project of this year, we propose three services and 
define the futurity for each of them.

概要　Overview

開発サービス　Services

無駄な時間をなくす
⾃⼰肯定感を育む，
 ポケットの中の応援団

会って更新する
 プロフィール

組織体制　Organization

教員

協力企業

プロジェクトOB/OG

サービス企画
成果物

アドバイス

　新‧ミライケータイプロジェクトの開発では，3つのサービスでフロ
ントエンドでFlutter，バックエンドでFirebaseを使⽤している．

The Future Mobile Phone Project is a long-standing initiative that has been part of the Project-Based 
Learning curriculum at Future University Hakodate since its inception. This year, activities were conducted 
under the title "New Future Mobile phone Project." The "New" reflects a commitment to pursuing 
approaches that differ from previous years. This year's activities included the following three new 
initiatives:  Creation of promotional videos envisioning service usage interfaces Standardization of the 
development environment for three services using Flutter Validation of "futuristic potential" through 
surveys The creation of PVs aimed to facilitate smoother development by enabling team members to share 
a unified image of the services during the planning stage, thus minimizing discrepancies in understanding. 
The standardization of the development environment was implemented to simplify knowledge sharing 
within the project, ensuring that all three services could effectively meet their objectives during the 
development phase.For development, Flutter was used for the frontend, while Firebase was utilized for the 
backend.The third initiative, the validation of "futuristic potential," aimed to reassess the usefulness of the 
services and their effectiveness in addressing problems by having users actually experience the services.

新‧ミライケータイプロジェクト

ミライ性を持ったサービスの開発
Developing services that have future

In the development of this Project, three services use Flutter for the frontend and Firebase for the backend.

Profile to Update in Person Eliminate Wasted Time A Support Team in Your Pocket 
That Nurtures Self-Esteem

第2回合同合宿 アカデミックリンク

「新・ミライケータイプロジェクト」の活動を通じ

て得た経験と成長

「新・ミライケータイプロジェクト」は、 4つの大学

が合同で取り組むアプリ開発プロジェクトであ

り、未来を見据えたサービスの創出を目指して

活動を行いました。本プロジェクトは、リモート

環境での活動が中心となったため、従来の対

面型プロジェクトとは異なる挑戦が数多くありま

した。

プロジェクトの初期段階で特に問題となったの

は、リモート環境特有のコミュニケーションの難

しさでした。対面で行われる議論や作業に比

べ、意思疎通が円滑にいかない場面が多く、認

識のズレが生じることが課題として浮き彫りに

なりました。また、異なる大学の学生が参加す

るため、バックグラウンドの違いからプロジェク

トの方向性をすり合わせるのにも苦労しまし

た。

これらの課題を克服するために、私たちはいく

つかの工夫を実践しました。まず、 Slackや
Discordなどのオンラインコミュニケーションツー

ルを活用し、情報共有やディスカッションの頻度

を増やしました。特に、議論の透明性を確保す

るためにログを残し、後から振り返られる環境

を整えました。また、プロジェクトの目的やゴー

ルをメンバー全員で共有するために、インセプ

ションデッキを作成しました。これにより、各メン

バーの役割や期待される成果を明確にし、認

識のズレを最小限に抑えることができました。

このプロジェクトを通じて、私は以下の力を培う

ことができました。

1. リモート環境でのコミュニケーション力

オンラインツールを効果的に活用し、適

切なタイミングでの情報共有やフィード

バックを行う力を身につけました。

2. 問題解決力

認識のズレや課題が発生した際に、原

因を分析し、具体的な解決策を実行す

る力が養われました。特に、インセプ

ションデッキの活用による目標の明確

化は、チーム全体の成果につながりま

した。

3. チームマネジメント力

異なるバックグラウンドを持つメンバー

の意見を調整し、共通の目標に向けて

プロジェクトを推進する力を身につけま

した。

「新・ミライケータイプロジェクト」は、リモート環

境という制約を乗り越え、未来を見据えたアプリ

ケーションを開発するという貴重な経験を提供

してくれました。

  ミライケータイプロジェクトは，公⽴はこだて未来⼤学でPBLが
始まった当初から続く，歴史あるプロジェクトである．
  本年度は，その中で「新」ミライケータイプロジェクトとして活
動を⾏った．この「新」には，例年にない取り組みをしようという
思いが込められている．本 年 度は下 記の３つの新たな取り組みを
⾏った．
‧サービス利⽤画⾯を想定したPVの作成
‧３つのサービスの開発環境をFlutterで統⼀
‧アンケートを利⽤したミライ性の検証
PVの作成は，サービス企画の段階でサービスのイメージの共有をメ
ンバー間で⾏い，認識の齟齬を少なくし，開発をスムーズに進める
ことを⽬的として⾏った．２つ⽬の開発環境の統⼀は，プロジェク
ト内でナレッジの共有を容易にできるようにし，開発段階で３つの
サービスが⽬標達成するために⾏った．

フロントエンドではFlutter，バックエンドではFirebaseを使⽤して
開発を⾏った．３つ⽬のミライ性の検証は，実際にサービスを利⽤
してもらい，サービスの有⽤性や問題解決への有効性を再確認する
ことを⽬的として⾏った．

Flutter Firebase


